
▼会費／６,000円（1名分）　▼お申込み／各団体様宛に案内状
を送付いたします。出欠をご記入の上、ご返送ください。　
▼問合せ／豊橋文化振興財団（℡0532-39-5211）

　現在改修工事中の豊橋市民文化会館ですが、工事に伴い令和７年１月～３
月末日まで全館休館となります。この期間中、配本センターを含むすべての諸室
についてご利用いただけません。なお、豊橋市民文化会館事務所は営業し、施
設予約の受付等を行います。

【令和７年１月～３月に実施する利用抽選会の会場変更について】
　この期間中に予定されている利用抽選会については、豊橋市公会堂にて開
催いたします。皆様にはご不便をおかけいたしますが、ご理解とご協力をお願い申し上げます。

●特選作品紹介
【短歌の部】
月に向け蹴りだすスケボで飛ぶ君は
大人の前のうさぎの化身

神野まり子
― どのような想いで詠まれましたか？
　パリオリンピックで14才・15才・16才が
メダルを取るスケボが気になっていたとこ
ろ、駐車場でスケボを練習している子を見
かけ彼もオリンピックに感化されたと思いま
した。そんな風景と月を結びつけて作りまし
た。若いひたむきさを見守る月を表現したか
ったです。
― 短歌を始められたきっかけを教えてくだ
さい。
　かつてサラダ記念日を読んだ時、これな
ら私にも出来るかもと思いながら日々の忙
しさに忘れていましたが、仕事をやめてしば
らくした時、豊川文化協会の短歌初心者
講座を見つけて受講して始めました。

＊
【川柳の部】
老介護優しい月に癒される	

竹内そのみ
― どのような想いで詠まれましたか？
　ゴルフ大好き、カラオケ大好き、定年後
はカメラを持って北は北海道から、南は沖
縄まで駆け廻っていた夫が、パーキンソン
病と骨髄腫の告知を受けました。青天の
霹靂です。歩行困難の上一人では何も出
来ない身体になり、飲んでいる薬の副作用
で幻覚症状が起こり、夜中に何度も私を
起こします。カーテンレールの上に猫が六
匹居るとか、今日は蜘蛛が一列に並んでい
るとか…。九十歳を過ぎた私の身体も限
界です。
　今夜も窓辺の月は優しい母の顏に似
て、私を見守ってくれて居ります。
― 川柳を始められたきっかけを教えてくだ
さい。
　昭和60年頃、曽田糾葉先生を講師と
する（こざかい川柳会）があり「新年句会が
あるので一度遊びにいらっしゃい」と誘わ
れ、その時の題が「四角」でした。先生のお
話があり、幼い頃に両親を亡くされ、親戚
に預けられ様々な苦労をされた事、そして
大好きな佐渡情話を泣きながら演じておら
れました。選が始まり、私の句は一向に読
みあげて下さらず、やっぱり駄目だと思って

豊橋文化豊橋文化
　今年も残すところあと僅かです。今号では市民お月見会の入選作品の紹介や特選受賞者のコメント紹介をはじめ、年明け以降の行
事紹介を中心にお届けします。世相は穏やかでない気がしますが、お月見会の受賞作品を読むと、世相がどのようであれ、個人の心の
中には豊かな感性や平和が息づいていることを教えてくれます。みなさんも是非お読みください！

写真家  田中 歩
NHK文化センター名古屋教室／浜松教室　講師

「12月の街角」　
撮影場所：名古屋市

■新春文化ランチタイム交流会のご案内

■今号の一枚

■と　き／令和７年１月２4 日（金） 12 時 30 分～

■ところ／ホテルアークリッシュ豊橋ガーデンサイト５階

■第51回豊橋市民お月見会 受賞作品紹介

いたら、「『糾葉さん四
角い顏で丸い人』これ
は誰の句だゾン」と言
われ、私は笑いながら
手をあげました。「これ
は凄い句だゾン本日の
特選句だ」と褒めて下
さいました。喜怒哀楽あたたかい人間を読
む川柳が好きになりました。

＊
【俳句の部】
妻が焼くクッキー匂ふ良夜かな	

竹澤克児
― どのような想いで詠まれましたか？
　中秋の名月の頃は毎年庭に出て、月を
愛でることを楽しみにしてまいりましたが、
子供が小さい頃は妻がクッキーなど焼き楽
しんでいました。今では孫が来た時当時の
ようにクッキーなど焼き、孫にも伝えていま
す。昔と今を重ねながらこういうことが本当
の幸せの一こまなのだろうと、一句にしたた
めました。
　私が俳句に親しんでいることは埼玉在
住の孫にも伝わっており、興味を持ってい
たようで、令和4年に中学校のある「おお
た俳句大会ジュニアの部」で特選の栄に
浴しました。この時の句が同じ名月を句材と
しており、奇縁なことだと感じた次第です。
今回の受賞がまた孫にいい影響を与えさ
らに続けていくことを願っています。
― 俳句を始められたきっかけを教えてくだ
さい。
　学生時代に興味があり少しかじっていた
のですが、卒業とともに殆ど遠ざかり、四十
年の歳月が流れてしまいました。退職前に
病魔に襲われたものの、九死に一生を得
ることが出来、今後は健康管理第一に生
きていこうと決心、運動と知的趣味を積極
的に取り入れるようにしました。その一つが
俳句との再会でした。2010年名古屋の
句会「伊吹」に入会し活動してまいりまし
たが、令和4年に主宰の柴田雅人先生が
逝去され、句会としては解散、会員それぞ
れの道をゆくこととなりました。今は豊川市
の仲間と月一回の句会を楽しんでいます。

●秀逸作品紹介
【短歌の部】
友と見る吉田の月は花の色しばし出づる
な白き雲井よ	 　　　	

羽鎌田康弘
病む友とふたりで辿る月明かり最上階の
緩和病棟　　　　　　　　

長谷川公代
落語きく見あげる顔も丸くして皆楽しげに
笑う満月

彦坂吉尚
【川柳の部】
あの義母が今は満月より丸い

尾方静子
主義主張しばし忘れる月明かり

山口タカシ
名月が雲一筋を連れ冴える

伊藤信平
【俳句の部】
わだかまりゆるく溶けゆく良夜かな	

神藤美智子
素振りして月光を斬り風を斬り

久野敦子
母の亡き厨に満ちて今日の月

森	美穂
＊

【学生の部　優秀作品】
（短歌）どう観てもまだまだどこか歪みいる
十五夜という今夜の月は

髙栁ポール杏音
（川柳）くりごはんうつわのなかもおつきみだ

池田めい
（俳句）月うさぎ光を辿って寄っといで	

鈴木優菜

　11月23日（土）に「第51回豊橋市民お月見会」の表
彰式が行われました。今年は短歌113首、川柳144句、
俳句164句の中から「特選」「秀逸」「佳作」の作品がそ
れぞれ選ばれました。特選の方々のコメントとともにご
紹介いたします。

― 先生がバレエを習い始めたきっかけは？
　３歳の時に親にバレエが習いたいと自分
で申し出たそうです。私は覚えていないんで
すが（笑）。バレエを習う子の多くは踊る事が
好きだったり、衣裳に憧れたりと色々なきっ
かけがありますが、踊る事が大好きだったの
はしっかり覚えています。
― バレエを本格的に続けていくんだという
のはいつ頃意識しましたか？
　高校入学前に、当時はソ連でしたが（笑）
ロシアへの短期留学へ行くなどバレエには
しっかり取り組んできたのですが、本当に強
く意識したのは大学進学を意識してからで
す。私、勉強は好きでなかったので（笑）、体
育大学とかに行きたいなと思っていたのです
が、学校の先生が大学でバレエを学べると
ころがあると教えてくれ、大学受験を目の前
にして名古屋へもレッスンに通い始め、大阪
芸術大学の舞踊コースに進学しました。
― 大学の舞踊コースはどんなところですか？
　１学年16名とかなり少数だったのです
が、同級生にはバレエ団で既に活躍する
子、国際コンクール上位入賞者などもおり、
とてもレベルが高かったです。バレエ団のレ
ッスンや活動でほとんど見かけない子もいま
した。今はどうか分かりませんが、当時は表
の時間割と裏の時間割があって、当然裏
の時間割が実際なのですが（笑）、毎日バレ
エのレッスンがありました。実演者はとにかく
毎日レッスンが必要という考えからです。もち
ろん、様 な々必修科目も一応きちんと学びま
したよ（笑）。
― 卒業後はどうされましたか？
　卒業してももちろん毎日レッスンしますし、
大阪、京都を中心にバレエ関係の仕事を
しつつオペラ公演などにも出演しました。で
も、長くレッスンを続けているうちに、身体に
も負荷がかかっていて、足を疲労骨折して２

週間入院してしまった時期があったんです。
その時に、２週間の間にずいぶん細くなった
自分の足を見ながら、ふっと「バレエはもうい
いかな」と思った瞬間がありました。ちょうど
その時に、知り合いから滋賀の教室でバレ
エ講師がいなくて困っていると相談をされ引
き受けてみました。そして実際やってみると、
自分がいままで多くの先生方から教わったき
たことを、今度は自分が生徒たちに伝えるこ
との喜びと、生徒たちが上達していく姿にと
てもやりがいを感じ、教えることが楽しくなっ
てきました。
― 故郷である豊橋で教室を開く苦労はあ
りましたか？
　2002年に豊橋でバレエ教室を主宰する
こととなりましたが、長らく関西が生活基盤で
したので本当にゼロからのスタートでした。そ
れこそ、最初は１本の電話すら逃すまいと事
務所にいつも詰めてました（笑）。10年全
力でやってようやくバレエスタジオとしてのス
タートラインに立てた感覚になったのを今も
覚えています。20年経って、自分のスタジ
オの在り方がようやく分かってきた気がしま
す。
― レッスンで大切にしていることは何ですか？
　子どもは本当にそれぞれです。10人い
れば10人とも違う成長の仕方があります。
大切なのはコツコツと努力すること。コツコ
ツ努力する子はある日びよーんって成長しま
す。がんばったら変わるんだという経験は、そ
の子が大人へ成長していくための礎になる
と思っています。私自身、これまで多くの指
導者に出会い、その皆が私の中に残ってい
る感覚があります。自分の生徒たちにも、彼
ら彼女らの人生に前向きな力を届けられる
よう、全力で精神誠意指導しています。生
徒には大人の方もいますが、大人はバレエ
とのそれぞれの楽しみ方や向き合い方があ
りますので、そこを尊重して指導にあたって
います。
― 最後に夢をお聞かせください。
　もちろん、海外のバレエ団でも活躍する
子が出てくれば本当にうれしい事です。先ほ
どの話と重なりますが、子どもはみんな人そ
れぞれ。レッスン回数にしても週に１回の子
もいれば、週５回の子もいます。でも、人と比
べずその自分の時間を大切に使ってほしい
と思っています。そして、彼、彼女らの人生
の中で、バレエが大切な何かになってくれる
こと願っています。
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　毎年開催しております新春文化団体
交流会ですが、令和７年は趣向を新た
に昼間のランチタイムに開催する運び
となりました。より気軽に、リラックスし
てご参加いただき、地域文化を支える
方々と交流できることを願っています。
ぜひご参加下さい！

ご参加

お待ちして

います！

入選作品集を配布しています。
今回のお月見会の入選作品集を三の丸会館、豊橋市民文
化会館、穂の国とよはし芸術劇場で無料配布しています。

［発行所］公益財団法人豊橋文化振興財団［発行所］公益財団法人豊橋文化振興財団
［連絡先］豊橋市西小田原町123［連絡先］豊橋市西小田原町123
TEL（0532）39TEL（0532）39－－5211　FAX（0532）555211　FAX（0532）55－－8192　8192　
　　　　　　　　　　　　　　 隔月発行　　　　　　　　　　　　　　 隔月発行

今年はお昼の
ランチ会です

今号では、オオミ	ナオ	バレエスタジオの
大見奈央先生にお話しを伺いました。

文化団体紹介
Vol.42

オオミ ナオ
バレエスタジオ

▲表彰式のようす▲表彰式のようす

▲昨年のようす▲昨年のようす

出展団体【順不同】

写真集団・四季風、日本習字、香風書院、洗心書道会、邦友会、澄
心会書道、華友会、豊橋楽書会、瑤玉印社、三河書芸会、書写か
ぎろひ、一穂会、豊橋ペン書芸研究会

豊橋市民文化会館 １月～３月休館について

第 11 回発表会より「葦笛の踊り」第 11 回発表会より「葦笛の踊り」 撮影：テス・大阪撮影：テス・大阪



▲多米コーラス

■秋の市民茶会、豊橋総合いけばな展、愛知県民茶会を開催しました。報
告

1月 ―

2月 ―

豊橋ニューイヤーズコンサート2025
　時間／ 14時30分開演（14時開場）　場所／穂の国とよはし芸術劇場主ホール　
　入場料／１階席4,000円　2階席3,000円　
　内容／プロの演奏家、ダンサー、地元豊橋市の子どもによる新年の幕開けを華やかに祝うコンサート
裏千家六日会初釜
　時間／ 10時～　場所／豊橋市三の丸会館和室　会費／ 1,100円　担当／寺部宗葉
第六回東三河新春書展　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 12日（日）まで
　時間／ 9時～ 17時（最終日は16時まで）　場所／豊橋美術博物館第1.2.3展示室　入場料／無料
　内容／東三河在住の代表する書家95名が、流派、会派を越えて、研鑽した作品と2回展継続の東三
　　　　河在住の高校生の作品も展示する。
豊橋茶道クラブ初釜茶会　※事前予約制
　時間／ 9時30分～　場所／豊橋市三の丸会館和室　会費／一般1,300円　会員1,100円　担当／裏千家今和会
伊藤民謡会 創立54周年民謡大会
　時間／ 10時30分～ 14時30分　場所／豊橋市公会堂　入場料／無料
　内容／教場合唱、伊藤陽扇ショーほか
ヘンデル「メサイア」全曲演奏会
　時間／ 14時30分開演（14時開場）　場所／アクトシティ浜松中ホール
　入場料／指定席3,000円、指定席 高校生以下2,000円、自由席2,000円、自由席 高校生以下1,000円
水曜短歌会　　時間／ 13時～　場所／豊橋市三の丸会館 梅の間
日曜短歌会　　時間／ 13時～　場所／豊橋市三の丸会館 梅の間
新春文化ランチタイム交流会
　時間／１２時３０分～　場所／ホテルアークリッシュ豊橋　ガーデンサイト５階　
　参加費／ 6,500円（要事前申込）　内容／豊橋文化振興財団加盟団体による新春交流会

豊橋茶道クラブ月例茶会　※事前予約制
　時間／ 9時30分～　場所／豊橋市三の丸会館和室　会費／一般750円　会員650円　担当／茶道宗徧吉田流
ルソン・テネブル（暗闇の朗踊）
　時間／ 18時30分開演（18時開場）　場所／穂の国とよはし芸術劇場アートスペース　
　入場料／ 4,000円　内容／ 2人のソプラノのそれぞれの独唱、そして二重唱を、本来はオルガンによ
　る伴奏で演奏されるところ、本公演ではクープラン自身が作品の序章でも提案していたチェンバロとヴィ
　オラ・ダ・ガンバの伴奏という編成でお届け。また同時代の美しい器楽作品も併せてお楽しみください。
第42回財団加盟団体選抜展（写真・書道）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・16日（日）まで
　時間／ 9時～ 17時 （最終日は午後4時まで）　場所／豊橋市美術博物館 第２・第３企画展示室
   入場料／無料　内容／豊橋文化振興財団に加盟する13団体による合同作品展
日曜短歌会　　時間／ 13時～　場所／豊橋市三の丸会館 梅の間
水曜短歌会　　時間／ 13時～　場所／豊橋市三の丸会館 梅の間
お抹茶の愉しみ方講座 
　日時／ 2月21日（金）・28日（金）（全2回）10:00 ～ 12:00 　場所／豊橋市三の丸会館 　
　講師／後藤豊子（宗徧流豊橋支部）ほか 　定員／ 12人（申込順）　料金／ 2,000円 　
　申込み／先着順、1/14（火）から三の丸会館（☎56・6022）※申込受付時間は９時～ 16時30分

豊橋文化　2024年12月発行

市内文化団体主催および豊橋文化振興財団が
後援する催し物を中心に掲載しています。掲載
のご希望は、問合先までご連絡ください。※この予定表は予告なしに変更になる場合がありますので、事前にお確かめください。入場料は前売料金。
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き
ま
で
干
し
て
あ
を
ぐ

空
晒
の
襁
褓
の
揺
れ
し
青
空　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

丹
羽
智
子

つ
ら
つ
ら
と
想
ふ
に
在
ら
ず
よ
八
月

は
顎
突
き
上
げ
て
み
つ
む
青
空　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

岡
田
宏
子

背
の
山
を
越
せ
ば
遠
州
山
門
の
阿
吽

の
像
に
秋
蝶
憩
ふ　
　

 

池
田
あ
つ
子

空
地
よ
り
涼
風
部
屋
中
か
け
巡
り
湯

上
り
の
肌
を
な
で
て
は
行
き
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

岩
瀬
美
子

お
揃
ひ
の
み
ど
り
の
ス
カ
ー
フ
の

十
三
人
施
設
に
歌
を
届
け
む
と
行
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
河
合
美
智
子

十
月
　
水
曜
歌
会

し
あ
わ
せ
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
夢
で

帰
る
あ
の
家
は
い
つ
も
電
燈
の
つ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
谷
川
公
代

猛
暑
す
ら
独
占
す
る
か
熊
蝉
の
声
つ

き
抜
け
て
厨
明
る
し　

 

夏
目
伊
代
子

く
し
や
く
し
や
に
し
た
い
気
持
を
押

し
込
ん
で
ラ
ッ
プ
を
剥
が
す
や
う
に

答
へ
る　
　
　
　
　
　
　
　

 

室
澄
子

目
の
前
の
孫
は
危
う
き
箸
さ
ば
き
出

か
か
る
言
葉
を
ぐ
っ
と
呑
み
込
む　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
藤
は
つ
ゑ

半
袖
に
ア
イ
ロ
ン
し
っ
か
り
か
け
な

が
ら
過
ぎ
行
く
夏
に
別
れ
を
告
げ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

前
田
哲
宏

朝
焼
け
は
四
方
の
雲
に
声
掛
け
て
個

性
豊
か
な
顔
に
し
て
い
る　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

西
郷
賢
谷

風
さ
や
ぐ
山
の
な
だ
り
に
藤
袴
友
を

想
ひ
て
歩
み
ゆ
る
め
る　

 

原
田
敬
子

わ
れ
眉
に
白
眉
混
じ
り
て
吐
息
つ
け

ど
「
嫌
、
い
や
、
し
か
し
」
と
思
い

直
し
ぬ　
　
　
　
　
　
　

 

藤
井
正
子

朱
の
皮
を
乾
か
し
な
が
ら
ご
ろ
ご
ろ

と
ビ
ッ
ク
パ
ン
プ
キ
ン
ハ
ロ
ウ
ィ
ン

を
待
つ　
　
　
　
　
　

 

内
藤
よ
し
胡

か
ら
す
う
り
槙
垣
に
蔓
か
ら
ま
せ
て

そ
の
実
は
色
な
く
う
り
坊
に
似
る　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

鈴
木
の
り
子

十
一
月
　
水
曜
歌
会

黒
雲
は
此
処
だ
け
に
雨
降
ら
せ
ゆ
き

雲
間
の
蒼
に
短
く
虹
顕
つ　

 

室
澄
子

家
の
壁
覆
わ
ん
と
す
る
蔓
草
を
散
髪

の
ご
と
刈
る
朝
の
庭　

  

内
藤
よ
し
胡

し
ま
っ
た
と
大
き
く
口
を
開
け
た
ま

ま
が
や
め
ば
る
は
売
場
の
天
井
睨
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

夏
目
伊
代
子

朝
露
に
濡
れ
い
る
青
き
ほ
た
る
草
輝

く
命
短
き
ゆ
え
に　
　
　
　
　
杉
本
糸

遠
ざ
か
る
バ
ス
を
諦
め
家
路
へ
と
歩

き
出
す
背
に
夕
風
寒
し　

  

原
田
敬
子

隠
し
味
に
人
情
絡
め
て
料
理
出
す
昭

和
風
情
の
店
の
賑
わ
う　

 

前
田
哲
宏

孫
四
人
娘
も
入
れ
て
同
じ
声
よ
く
よ

く
聞
く
も
拍
子
も
同
じ　

 

藤
井
正
子

扇
風
機
い
の
ち
の
尽
き
て
壊
れ
た
る

姿
さ
ら
し
ぬ
酷
暑
の
果
て
に　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

竹
中
寿
美
惠

天
辺
は
る
か
七
百
年
の
老
木
に
触
れ

れ
ば
聞
こ
ゆ
古
語
り　

 

伊
藤
は
つ
ゑ

デ
パ
ー
ト
で
玩
具
選
び
に
決
め
か
ね

て
ス
マ
ホ
取
り
出
し
嫁
に
訊
ね
る　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

天
野
富
士
子

穂
芒
は
張
り
合
ふ
ご
と
く
直
ぐ
立
て

り
背
高
泡
立
草
の
隣
で　

 

洲
淵
智
子

晩
夏
乗
せ
白
雲
ゆ
っ
た
り
漂
い
ぬ
城

跡
か
ら
の
声
な
き
声
も　

 

岩
瀬
美
子

古
希
す
ぎ
し
義
姉
と
吾
と
姪
二
人
チ

ャ
ラ
娘
の
女
子
会
満
開
に
咲
く　
　

　
　
　
　
　
　

          

長
谷
川
公
代

表
浜
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
の
数
分
は
言
葉

の
み
込
む
ま
が
ま
が
し
き
色　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

鈴
木
の
り
子

十
一
月
　
日
曜
歌
会

大
変
と
不
幸
は
違
う
と
夫
に
言
う
届

か
な
か
っ
た
私
の
言
葉　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
藤
は
つ
ゑ

丸
し
ぼ
り
み
か
ん
五
個
分
み
ず
み
ず

と
か
さ
つ
く
喉
に
潤
い
く
れ
る　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

内
藤
よ
し
胡

水
路
へ
と
夕
日
ま
つ
す
ぐ
差
し
込
め

ば
炎
と
な
り
て
水
面
は
燃
ゆ
る　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

池
田
あ
つ
子

つ
っ
ぱ
っ
て
生
き
て
ゆ
こ
う
と
午
前

四
時
ラ
ジ
オ
の
声
に
吾
も
う
な
ず
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
合
美
智
子

待
っ
て
る
よ
雄
々
し
く
征
き
し
兄
さ

ん
達
の
ホ
タ
ル
と
な
り
て
還
り
来
八

月　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
田
宏
子

何
を
あ
て
に
稔
る
穂
波
か
し
ら
さ
ぎ

の
舞
ひ
立
つ
朝
を
な
ほ
膨
ら
み
て　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丹
羽
智
子

十
月
の
上
旬
な
れ
ど
ク
ー
ラ
ー
の
音

の
聞
こ
ゆ
る
中
央
図
書
館　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

小
池
保
利

作
業
着
の
後
期
齢
の
ド
ラ
エ
モ
ン
特

技
は
無
い
が
ポ
ケ
ッ
ト
が
好
き　
　

　
　
　
　
　
　
　

           

西
郷
賢
谷

別
れ
際
「
き
ち
ん
と
ご
は
ん
食
べ
り

ん
よ
」
思
ひ
が
け
な
く
癒
さ
れ
て
を

り　
　
　
　
　
　

           

岩
瀬
美
子

聴
き
馴
れ
ぬ
声
に
て
し
き
り
に
鳥
が

鳴
く
さ
み
し
い
よ
う
と
聞
こ
え
る
の

だ
が　
　
　
　

          

真
造
富
久
代

「
あ
な
た
だ
け
」
と
吐
く
や
う
に
秘

密
告
げ
ら
れ
た
り
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
に

何
も
映
ら
ず　

          

宇
佐
美
幸
枝

＊

▼
豊
橋
市
民
俳
句
会

六
七
七
回
句
会

小
豆
干
す
旧
街
道
の
石
畳　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

        

佐
藤
英
子

太
き
指
豆
躍
ら
せ
て
打
ち
に
け
り　

　
　
　
　
　
　
　
　

       

篠
田
和
代

蓮
の
実
の
お
お
か
た
と
び
し
水
の
錆

　
　
　
　
　
　
　

       

大
河
美
智
子

蓮
の
実
の
飛
ん
で
知
り
得
る
親
心　

　
　
　
　
　
　
　
　

       

鳥
居
節
子

綾
取
り
の
指
先
縺
れ
夜
長
か
な　
　

　
　
　
　
　
　
　

        

後
藤
青
海
人

い
づ
こ
よ
り
笛
の
音
聞
こ
ゆ
無
月
か

な　
　
　
　
　
　
　

       

坂
部
靖
子

行
列
の
で
き
る
う
ど
ん
屋
秋
の
雨　

　
　
　
　
　
　
　
　

       

杉
浦
雅
光

病
癒
え
一
時
退
院
小
豆
粥　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

       

加
藤
美
津
子

秋
思
あ
り
ペ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
の
子
犬

の
眼　

    　
　
　

         

河
合
澄
子

六
七
八
回
句
会

眠
ら
れ
ず
自
問
自
答
や
寒
露
の
夜　

　
　
　
　
　
　
　
　

       

佐
藤
英
子

松
手
入
れ
俄
仕
込
の
三
分
刈
り　
　

　
　
　
　
　
　
　

       

加
藤
美
津
子

海
を
背
に
は
さ
み
の
響
く
松
手
入　

　
　
　
　
　
　
　
　

       

髙
橋
良
子

生
受
け
て
大
き
日
の
丸
文
化
の
日　

　
　
　
　
　
　
　
　

       

篠
田
和
代

町
内
の
力
作
展
示
文
化
の
日　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

       

杉
浦
雅
光

乱
読
の
本
の
整
理
や
文
化
の
日　
　

　
　
　
　
　
　
　

       

後
藤
青
海
人

駅
長
の
終
車
見
送
る
十
三
夜　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

       

大
河
美
智
子

紫
に
空
塗
り
た
く
る
文
化
の
日　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

       

坂
部
靖
子

文
化
の
日
書
架
に
褪
せ
た
る
文
庫
本

　
　
　
　
　
　
　
　

       

河
合
澄
子

　10月６日（日）・27日（日）に秋の市民茶会、10月１９日（土）・20日（日）に豊橋総合いけばな展を開催しまし
た。秋の市民茶会は、市民文化会館改修工事のため豊橋市三の丸会館で開催し、２日間で４流派が席を設け
合計９００服もの呈茶が振舞われました。豊橋公園を散歩中の方が、思わず千切庵で本格的なお茶を愉しめた
との声をいただくなど、好評でした。いけばな展では８流派が出瓶するとともに、児童参加の部もあり、児童参加
は１日で募集定員に達するなど大変好評でした。また、今年は10月13日（日）に愛知県民茶会が蒲郡市民会館
で開かれ、豊橋から茶道宗徧吉田流が参加し、三河から計１０流派によるお席はどこも大賑わいとなりました。

　今回の旅は“プチ旅”史上最長不倒の６日間であ
る。
　まずは『西宮市大谷記念美術館』で３日間の任
務をこなすため、＜三宮＞に２泊、＜尼崎＞に１泊。
４日目の早朝、美術品を積んだトラックに乗り込ん
で、『とびしま海道』の玄関口にあたる安芸灘大橋
を渡り、瀬戸内海に浮かぶ陽光の蘭島へ…『三之
瀬御本陣芸術文化館』と日本近代絵画を中心に豊
橋ゆかりの森清治郎や野田弘志の作品も収蔵する

『蘭島閣美術館』に運んできた美術品を振り分け、
翌日から展示作業…この間＜広島＞に２泊するとい
う行程だ。
　はじめて訪れる『公益財団法人 西宮市大谷記
念美術館』では、大谷竹次郎（元昭和電極社長）が
収集した近代絵画を中心とするコレクションを展示
するほか、国内外の近・現代美術を紹介する企画
展を開催。とりわけ毎年行われる「イタリア・ボロー
ニャ国際絵本原画展」は子供からお年寄りまで幅広
く親しまれている。水と緑の美しい庭園が自慢で、エ
ントランスロビーからは、緩やかに流れる滝を楽しむこ
とができる。
　最寄り駅の阪神線＜香櫨園＞から＜神戸三宮＞
までは＜芦屋＞経由で約２０分。作業後のオアシス
は、三宮地下商店街…通称“さんちか”。なかでも食
事処が密集する「センタープラザ」と「センタープラ
ザ西館」の地階は、昭和の匂いがプンプン漂うディ
ープゾーンだ。初日の帰り道、芳しい香りに釣られて
立ち寄った『ひさし屋』で《たこ焼き》をツマミ食いし

てしまったので、ここで
は『かつ丼吉兵衛』の
《ミンチかつ丼（小盛）
＋温泉玉子》をチョイ
ス。２日目は趣向を変え
て JR ＜三ノ宮＞高架
下路地でギョウザ専門
店を名乗る『悦記』に

出没し、《焼き餃子》と《小籠包》を試した。そして
3日目の尼崎では、呑兵衛のアジト『鉄板あさひ』に
潜入調査を敢行。生ビールとともにカラッと揚がった

《野菜串かつ (７本セット)》を注文…ウスターソー
スをたっぷり掛けて食す。それにしても関西食文化
のレベルの高さは半端ない。
　4日目と5日目の夜は、広島市内を徘徊…空腹の
胃袋を満たしてくれたのは、人参入り《炒飯》やパリ
パリ《餃子》が名物の町中華『点心飯店』と広島
が発祥とされる《汁なし担々麺》を提供する『キング
軒』…焼きめし（お代わり自由のスープ付）のボリュ
ームと担々麺に投入された花椒の痺れる辛さにノッ
クダウン！ 
　何はともあれ、中身の濃い充実の6日間はあっと
いう間に過ぎ去った。瀬戸内の陽光の眩しさとコブ
ダイが優雅に泳ぐ海の美しさは、疲れた心と身体を
芯底癒してくれた。そして、下蒲刈町の《呉焼き（そば
イカ玉））》とekie 広島で食した『みっちゃん』の《お
好み焼き（そば肉玉）》の味は、決して忘れることはな
いだろう。
　ただ一つだけ心配なのは、この旅で膨張した腹回
り…帰還後、体重計に乗るのが恐ろしい。

VOL.17 関西ディープゾーンから
陽光の蘭島へ
斧路朱音

■第54回コーラスのつどいを開催しました。

　11月13日（水）、ライフポートとよはしコンサートホールにて、
第54回「コーラスのつどい」を開催しました。今年は12団体が
参加し、200名を超える方々が参加しました。各コーラスグル
ープの皆さんが日頃の練習の成果を生き生きと発表するととも
に、今年は久しぶりに全体合唱も復活し、お客様も交えて「今
日の日はさようなら」を合唱し唄う喜びを分かち合いました。来
年もより多くのコーラス団体の出演をお待ちしています。

　丁寧にいれた一服のお茶には、心をほっと和ませて
くれるものがあります。２回の短い講座の中で、お点前
をいただいて茶道の基本を体験します。
▼講師／後藤豊子（宗徧流豊橋支部）他　▼定員

／１２名▼参加費／
2,000円▼申込み
／先着順、１月14日

（火）から三の丸会
館（℡56-6022）受
付：9時～16時30分

▼時間区分／①10時～ 12時　②13時～ 15時　③
15時30分～ 17時30分　④18時～ 20時　
▼利用料金／１区分3,000円　▼対象／豊橋市内を
中心に文化活動をしている団体又は個人　▼注意／観
客を入れてのご利用はできません。スタインウェイピアノを
ご利用いただけます。その他詳細はライフポートとよはしへ
ご確認ください。　▼お申込み／２月14日（金）午前９時
からライフポートとよはし総合案内所（℡33－2111）

報
告

事前予約制
となります。

▼会費／茶道クラブ会員1,100円、一般の方1,３00円 ［点心付］　▼予約方法／事前予約
制となります。記載のQRコードから、もしくは豊橋市三の丸会館（℡0532-56-6022）へお電話
でご予約ください。受付開始は12/13（金）9時～、受付時間は9時～16時30分

新春の一服を楽しみませんか？
■豊橋茶道クラブ初釜茶会ご案内

■お抹茶の愉しみ方講座 ■コンサートホールお試し体験

■と　き／令和７年１月１２日（日）

■ところ／豊橋市三の丸会館

■担当流派／裏千家今和会

■とき／令和７年２月 21 日（金）・２８日（金）

　　　午前１０時～正午　※全２回講座

■ところ／豊橋市三の丸会館

■とき／令和７年3月15日（土）、20日（木・祝）

■ところ／ライフポートとよはしコンサートホール

申込フォーム QR コード

ライフポートとよはしコンサートホールのステー
ジを体験してみませんか？ピアノ演奏はもちろ
ん、コーラス、ダンスなどにご利用いただけます。

▲いけばな展のようす▲いけばな展のようす

▲秋の市民茶会（煎茶売茶流）▲秋の市民茶会（煎茶売茶流）

▲県民茶会（茶道宗徧吉田流）▲県民茶会（茶道宗徧吉田流）


